
  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

                                       

 

       

 

設 問 
令和 5年

【後期】 

令和 5年

【前期】 

令和 4年

【後期】 

１．礼文小学校は、教育方針や教育活動を分かりやすく伝えようと努めて 

いる。 
3.6  3.7  3.4  

２．礼文小学校は、家庭との連携をとる機会を設け、子どもについて相談 

に応じている。 
3.7  3.8  3.4  

３．礼文小の先生は、子ども達に愛情を持ち、よく理解している。 
 3.8  3.7  3.4  

４．礼文小学校は、子ども達に学力をつけさせようと努めている。 
 3.8  3.8  3.3  

５．礼文小学校は、子ども達に優しさと思いやりの心をつけさせようと努 

めている。 
3.7  3.7  3.3  

６．礼文小学校は、子ども達にねばり強く取り組む力をつけさせようと努 

めている。 
3.5  3.7  3.2  

７．礼文小学校は、子ども達に健やかな心や体力をつけさせようと努めて 

いる。 
3.6  3.7  3.4  

８．礼文小学校は、学力向上の取組やその取組の成果を分かりやすく伝え 

ている。 
3.7  3.8  3.3  

９．礼文小の保護者は、PTA活動で学校を支えようと努めている。 3.6  3.6  3.4  
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校風 思いやり 

令和 5年度 学校改善保護者アンケート結果【後期】 

学校改善アンケートへのご協

力、ありがとうございました。 

本校では、すべての項目におい

て３．４ポイント以上（８５％）

達成を目標としています。 

令和４年度に比べ、令和５年度

は全体的に評価が上がっておりま

した。 

また、令和４年度のアンケート

から、「学力」「思いやり」「ねばり

強さ」を向上させて欲しいという

保護者の皆様の願いが明らかにな

っておりましたので、令和５年度

はこの３項目を重点に取り組んで

参りました。前期・後期ともに、

３項目すべてにおいて目標を達成

致しました。 

今回の結果を踏まえ、令和６年

度も引き続き「ねばり強さ」の育

成を重点に取り組んで参ります。 
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令和５年度 学校改善保護者アンケート【後期】

１教育方針    ２家庭連携    ３児童理解   ４学力定着   ５思いやり   ６ねばり強さ   ７心・体の向上  ８取組・成果    ９PTA協力 

                                                   の紹介 

 
R5 後期 R5 前期 R4 後期 



 

 

１日（木）臨時休校 

２日（金）児童会役員任命式   

６日（火）二計測（1～4年）・スキー授業（高学年） 

７日（水）二計測（高学年） 

新入生体験入学・入学説明会 

８日（木）スキー授業(中学年)  

中学校乗り入れ授業（6年） 

９日（金）スキー授業(中学年)  

１１日（日）建国記念の日（祝日） 

１２日（月）振替休日 

１３日（火）スキー発表会(高学年) 

１４日（水）スキー発表会(低学年)・ 香深中入学説明会 

１５日（木）スキー発表会(中学年)・ 職員会議  

 

１６日（金）1・2年 5時間授業／3～6年 特別日課 6時間 

なわとび選手権  ／年度末反省会議 

２１日（水）ＬＩＮＥみらい財団保護者向け情報モラル講習会 

ＰＴＡ三役会・専門部会・役員会 

２２日（木）鼓笛移杖式・6年生を送る会 

２３日（金）天皇誕生日（祝日）  

２６日（月）懇談週間（3月 1日まで） 

２９日（木）口座振替日  

 

【フッ化物洗口】毎週火・木曜日  

【礼文検定試験】毎週木曜日 

【ハチヨコタイム】毎週金曜日  

【ＡＬＴ来校日】月曜日(3・4年/5年/6年) 木曜日(5年/6年)   

学校評価における重点項目について ～今年度の取り組み紹介～ 

① 学力の向上とねばり強さの育成 

AI ソフト「キュビナ」、礼文検定などを活用し、一人ひとりが自分の得意不得意を 

把握しながら基礎的な力を高める取り組みを行っています。さらに、基礎学力を高め 

る取り組みを通し、学習に対する向上心やねばり強さも育んでいます。 

「キュビナ」は、授業中に課題を早く終えた時など、隙間時間に活用しています。 

AI が学習状況や課題を分析し、苦手な部分をピックアップしてくれるため、それぞれ 

課題に応じた学習を繰り返し行っています。礼文検定では、ねばり強く練習問題に取 

り組み、パーフェクトを目指して検定に臨んでいます。 

                     また、全国学力学習状況調査、学力テスト、単元テスト、道教委発信のチャレンジテス 

ト、宗谷教育局発信の S チャレンジなどを活用して学級全体の傾向を分析し、苦手な部

分に重点をおいて授業しています。全学年とも記述式の問題を苦手としています。『提示

された「条件」を満たしていない文章』『主語と述語が一致していない文章』『最後まで書

ききっていない文章』『学習した言葉を活用できず説明が不十分な文章』が見られます。 

                     表現力を伸ばすため、『文章の中で活用できる語彙と学習用語を増やすこと』『条件を落

とさず捉えられるよう文章の要点をしっかり読み取ること』『生活の中で経験したことや、

これまでの学年で学んできたことを、今の学習と結び付けて理解を深めること』等を行い

ました。 

さらに、帰りの会や掃除の反省など、子供たちが発表する際に、『語尾までしっかり言い切ること』『主語と述語を一致させて話 

すこと』を、子供たちに意識させて来ました。これらの取り組みにより、少しずつ表現力は向上しています。 

 

② 思いやりとねばり強さの育成 

 縦割りや隣接学年の活動、学級活動、行事、ハチヨコタイム（短縄、 

長縄、マラソン）等により、思いやりとねばり強さを育んできました。 

  これらを育むにあたって欠かせないのは『自らやってみたいという意 

欲』『きっとできるという自信』『やってよかったという達成感や安心感』  

（結果が成功でも失敗でも）を子供たち自身が持つことです。大人が仕向 

けたり準備したりするのではなく、子供たちが自ら考えて行動すること 

（自立）が不可欠です。そのため、学校では、最終目標に向かって安心 

して挑戦できる環境を作り・提供することを、意識的・意図的に行ってきました。子供たちの挑戦を応援し、励まし、助け、見守り、 

ねばり強く挑戦し続ける経験を積み重ねてきました。 

その結果、子供たちにも変化が出てきました。思いやりとは、無条件で助けることではなく、自分 

の力でやり遂げようとする人を応援すること、頑張りを互いに認め合うこと、難しそうな時には手を 

貸すこと、といった意識や関係が育っています。ひとえに、保護者の皆様が子供たちの自立心を応援 

し、支えてくださったおかげと感謝申し上げます。 

 

今後も、保護者の皆様の願いに応えてしっかりと成果を出せるよう、教職員一丸となって取り組ん 

で参ります。どうぞよろしくお願い致します。 

 


